
相
談
員　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

〈
行
政
相
談
委
員
〉

○
大
谷
み
代
子

　

三
芳
町
大
字
藤
久
保
880
番
地
49

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

○
大
野
タ
マ
子

　

三
芳
町
大
字
北
永
井
867
番
地
25

○
鷹
野
峰
子

　

三
芳
町
大
字
藤
久
保
158
番
地
２

○
伊
東
藏
衛

　

三
芳
町
大
字
上
富
１
３
８
８
番
地
３

〈
弁
護
士
〉

○
小
川
修
弁
護
士

　

川
越
市
新
富
町
１
丁
目
18
番
６
号

　

戸
田
本
川
越
ビ
ル
４
階

○
平
岡
直
也
弁
護
士

　

富
士
見
市
大
字
鶴
馬
２
６
０
５
番
地

　

10
え
り
美
ビ
ル

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
各
市
町
村
に
お
い
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発

に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

三
芳
町
で
は
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
次
の
と
お

り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
人
権

に
か
か
わ
る
困
り
ご
と
や
悩
み
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
30
日

、　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時　
（
予
約
制
）

場　

所　

三
芳
町
役
場
１
階　

住
民
相
談
室

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
内
線
404
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

「
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
」

三
芳
町
・
ふ
じ
み
野
市
共
同
開
催

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
や
聞
こ
え
づ

ら
い
人
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
得

て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

　

手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
す

べ
て
の
人
が
手
話
を
使
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
詳
し
く
は
、
今
月
号
の
「
健
康
百

科
ご
き
げ
ん
い
か
が
で
す
か
？
」
の

欄
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

６
月
３
日

〜
12
月
９
日

　

毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
〜
12
時

　

※
８
月
12
日

、
９
月
23
日

は

　

除
く

＊ 

こ
の
他
に
１
日
だ
け
日
曜
日
午
前

午
後
の
講
義
が
あ
り
ま
す
。

【
会
場
】　

　

 

ふ
じ
み
野
市
大
井
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
三
芳
町
総
合
体
育
館
、
三

芳
町
立
藤
久
保
公
民
館

　

 

※
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】　

15
名

【
受
講
資
格
】　

　

 

三
芳
町
、
ふ
じ
み
野
市
在
住
・
在

勤
の
方

【
受
講
料
】　

無
料
。

　

※
た
だ
し
実
費
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】　

５
月
１
日
か
ら
各
公

　

 

民
館
、
健
康
福
祉
課
で
配
布
す
る

募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

　

５
月
19
日

【
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
福
祉
課　

 

（
内
線
１
７
３
〜
１
７
５
）

　

FAX
２
７
４

１
０
５
１

　

国
の
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
独
立
行

政
法
人
、
都
道
府
県
、
市
町
村
（
国
の

仕
事
の
関
係
）
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、

問
題
の
解
決
を
促
進
し
、
よ
り
良
い
行

政
を
目
ざ
す
…
こ
れ
が
行
政
相
談
制
度

で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
法
律
に
基
づ
き

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
の

有
識
者
で
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要

望
を
住
民
か
ら
聞
い
て
解
決
を
し
て
い

く
、
も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
と
人
権
相

談
、
法
律
相
談
を
あ
わ
せ
て
「
住
民
相

談
」
と
し
て
、
次
の
と
お
り
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
、
予
約
制
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
予
約
し

て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日　

時　

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
翌
週
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

場　

所　

役
場
１
階
住
民
相
談
室

予
約
先　

総
務
課

　
　
　

 

（
内
線
404
・
405
）

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月

日
〜

日

講
習
会
開
催
概
要

（
基
礎
課
程
、
応
用
課
程
全

回
）

●
要
約
筆
記
と
は
…

　

 

話
し
て
い
る
内
容
を
要
約
し

文
字
と
し
て
書
き
記
し
相
手

に
伝
え
る
こ
と
。
特
に
聴
覚

障
が
い
者
に
話
の
内
容
を
伝

え
る
手
段
の
一
つ
で
速
記
と

は
異
な
り
ま
す
。

広 報 み よ し（ ） 

工　事　予　定　一　覧　表

町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

▽
一
五
○
○
円
／
三
月
一
七
日

　

匿
名

▽
一
万
円
／
三
月
二
四
日

　

㈱
フ
ァ
イ
ン
・
プ
ラ
ス

▽
二
○
○
○
円
／
三
月
二
六
日

　

匿
名

▽
五
万
円
／
三
月
二
七
日

　

阿
部
商
事

▽
十
二
万
円
／
三
月
三
一
日

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
イ
タ
マ
ス
ポ
ー
ツ
会

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
一
万
円
／
四
月
二
日

　

田
幸
雄

（
町
の
指
定
寄
付
と
し
て
）

 

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会

 

　
　
　
　
　

健
康
福
祉
課

５
月
は「
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
を
「
赤
十

字
運
動
月
間
」
と
定
め
、
世
界
赤
十
字
デ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
様
々
な

活
動
は
、
赤
十
字
の
理
念
や
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
い
た
「
社
員
」
か
ら
の
社
費
や
寄
付

金
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
は
、
町
内
会
・
自
治
会
等
の

ご
協
力
に
よ
り
「
社
員
」
へ
の
加
入
と
、
活

動
資
金
納
入
の
お
願
い
の
た
め
、
ご
家
庭
を

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
三
芳
町

分
区　

健
康
福
祉
課
（
内
線
172
）

▽
一
万
円
／
三
月
三
日

　

三
芳
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
六
万
円
／
三
月
六
日

　

高
橋
昌
巳

▽
一
五
○
○
円
／
三
月
七
日

　

逢
野
喜
一
三

国民健康保険からお知らせ
人間ドック・脳ドック受診補助対象者が拡大されました

　被保険者の方の疾病の早期発見と予防を目的とし

て実施しております人間ドック・脳ドック検査料の

一部補助事業について、補助対象者の要件を平成20

年度から次のとおり変更いたしましたので、この機

会に受診され健康管理にお役立ていただくようお願

いいたします。

【平成20年度からの補助対象者】

三芳町国民健康保険の被保険者である人。

検診日当日の満年齢が30歳以上の人。

 国民健康保険税が申込日において納期到来分まで

完納されている人。

●受診方法

所沢市市民医療センターの場合

・所沢市市民医療センターへ予約をする。 国民健

康保険証を持って、住民課国保年金係に申込みをする。

補助金受検者証を受領し、受診してください。

その他の医療機関の場合

・医療機関へ予約をする。 国民健康保険証を持っ

て、住民課国保年金係に申込みをする。 補助金交

付申請書兼証明書を受領し、検診後、検査料の支払

いをする。 補助金交付申請書に証明を受けるか又

は領収書を添付し、住民課国保年金係に提出する。

役場から、後日申請時に指定された口座に補助金

を振り込みます。

●補助限度額

補助金は、１人につき年１回（４月から３月の間）

までで、検査料の2/3の金額で２万５千円が限度と

なります。

※40歳以上の人が人間ドックを受診された場合、平

成20年度から新たに特定健診・保健指導がスタート

しましたので、所沢市市民医療センター以外の医療

機関で受診された人は、特定健診項目の結果を住民

課国保年金係に提出していただくことになりました。

問い合わせ

　　住民課国保年金係（内線153～156）

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄

附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源

と
し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

工　事　名 完成予定 備　　　　考

町道幹線21号線配水管
布設工事（その3）

平成20年
８月29日

上富3区地内
工事延長距離342.3

竹間沢･大井･勝瀬通り線
配水管布設工事（その1）

平成20年
８月29日

藤久保6区地内
工事延長距離306.1

町道幹線84･170号線配水
管切廻し工事（その3）

平成20年
9月30日

藤久保4区地内
工事延長距離84.6

（ ）町 の 動 き


